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2015年 1月、清水建美先生が 82歳で亡くなった。

かつての信州大学教養部の教授であり、信州大学

植物標本庫（SHIN）の創設者であった。日本各地

にある大学植物標本庫のうち、東京大学・京都大

学・国立科学博物館・東北大学・北海道大学につ

ぐ約 30 万点（佐藤資料を含めると 50 万点）の野

生植物の乾燥標本のコレクションに至る基礎をつ

くりあげた。長野県植物誌（1997）は当時の地域

植物誌としては日本最高峰となる傑作である（信

毎賞、ブロンズ像が理学部長室に保管）。この標

本庫（SHIN）の特徴は長野県を中心とした山岳地

域の植物（高山植物・寒地植物）標本が充実して

いることである。現在では高山植物は絶滅危惧植

物に指定されていて採集はほとんど許されないも

のである。ほぼ 50 年かけて長野県植物研究会（全

国会員現在約 200 名）の地味な活動が代々引き継

がれ、延べ 1000 人によって収集されたものである。

それらは、国立科学博物館の金井弘雄先生の助言

のもとにデータベース化されCD-ROMとなっている。 

かつての教養部（現全学教育機構）の奥まった

一室や廊下に、古びた大小の 200 個ほどの標本箱

が並び、そのほかに動物の剥製も一緒におかれて

いた。その中には、旧制女子師範のライチョウ剥

製標本や液浸の県内産魚類標本があり、長年のち

りが積もっていてガラクタと言われ、つねに廃棄

を求められていた。 

今から３年前、廃液処理施設（環境安全センター）

の再利用として、教養部資料室・医学部赤レンガ

と旅を続けた植物標本庫（SHIN）が科学館に持ち

込まれたのである。理学部が管理担当を任された

と同時に、より発展的未来にむけて「自然科学館」

としてひろく科学を社会にアピールできる場と位

置づけ、大学総合博物館への準備施設として動き

出した。現在は植物標本（SHIN）・動物標本（鳥

類・骨格）・化学の歴史・岩石一部・そのほか教

材が無造作に並んでいるのが実情である。文献な

どは全国の地方植物誌関係が充実しており、建物

の前身となった環境安全センターの設計図や実績

記録の一部も保管されている。平成 22 年に標本・

資料大移動作業のとき、かつて当センター初代技

官であった粟澤さんが 30 年ぶりに通りかかり、当

時のお話を伺うことができた。まさに奇跡の時空

であった。 

多くの方らか、「がらくたなじゃまもの」とさ 

 

 

れていた貴重資料（本来）がキャンパス北東部の

一角に居を構えることが出来たプロセスには、こ

れらの遺物だけではなかったのである。理学部を

中心に 10 年以上継続している信州大学自然誌科学

館「自然シリーズ」および、社会人のための学び

なおしプロジェクト「自然環境診断マイスター養

成」が理学部を中心に主催されたこともある。こ

のマイスターには長野県を中心に各地から「自然

保全の達人」が６６名も集い、修士課程の科目と

もなり５年を迎えた。修了生は修士課程を含める

と７７名となろう。理学部のお祭り「自然誌科学

館」と社会人参加「マイスター養成」があいまっ

て小宮山学長・山沢学長・二宮副学長・鈴木山岳

総研所長が全面的に支持してくださった。 

 現状としては、まだまだ SHIN の活動と博物館関

係授業、教員免許更授業、各種グループ訪問で、

社会に開かれた一般的な美しい展示設備とは言え

ない。一昨年から人文芸術ゼミの活動の一環とし

て、あたらしい息吹が注入された。また理学部と

しては自然科学館充実を三ツ星プランと位置づけ、

武田理事・尾関学部長の後押しがつづいている。 

尾関学部長が自然科学館の英語名を「Shinshu 

University Museum for Nature and Science」と

改め、よりひろく社会・教育機関として発展する

目標を掲げている。この一年は SHIN 充実・シンポ

活用・ドアの改修・骨格標本作成を充実させたが、

これからはいよいよ多くの学生さんや社会人がま

よわず科学館に学びながらたどりつけるように、

サイエンスプロムナードを準備する計画である。

キャンパスグリーンプロムナードとしてキャンパ

ス全体から科学館につながるコースに各種看板を

準備したいと考えている。 

 科学館にたどりついたら、どんな「お宝」があ

るか？まさに善光寺の御開帳のように「本尊は何

か」が問われるステージにさしかかったようであ

る。私（佐藤）にとっては永遠の「混沌としたオー

プンバックヤード」が理想である。見学に来られ

た人々が掃除や並び替えをしたくなり、掃除や整

頓に参加できるような、包容力のある参加型の科

学館でいいと思う。多くの博物館・科学館は整備

されすぎていて、パノラマ的に眺めるだけで参加

を促す余地がない気がする。それでは科学館は動

的に発展しないと思う。ある空間にいろんな人々

が足を運び、オープンバックヤードを充実させる
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「お宝の並び替え」をできることが、新しい時代

を開く科学館であると思う。昨年は島野先生が植

物標本をデータ化した。業者へ発注するのではな

く、アルバイトさせつつ学生・院生の教育指導の

一環としてバックヤードの標本を活用できた、み

ごとな試みであったと思う。これまで、学内 GP と

して、科学館に学ぶ自然再創生（佐藤）・教職学

芸員への活用（太田）・博物館実習への予備実習

いるかへの活用（山田）、知の森基金からアート 

 

 

 

 

博物館の教育力 

博物館の特徴・利点 

・Real Object “さわる”“嗅ぐ”“感じる” 

具体から抽象への教育 

・Constructivist 育成 

 子どもが既に持っている知識を組み立てる力の

育成 

・Different ways of learning  

 学校では得づらい多様な教育方法満載の場 

 

博物館の持つ教育機能 

展示見学、バックヤードツアーへの参加、講演会

や勉強会への参加、 

・展示に込められた対象事象の理解の構造（展示

の内容や順序＝カリキュラム・授業構成） 

・博物館のもつ研究機能の授業への導入（学芸員

はどのようにその事象を研究したか） 

・博物館企画の学習活動と、学習内容との関係 

・博物館利用による教師自身のスキルアップ 

 

博物館における教育活動と問題点 

・見学すれば勉強になる → 授業内容との連携

が不十分 

・現物を見たり、触れたりすることに意義がある 

→ 学習が認識形成に位置づかない 

・学芸員におまかせ  

・展示資料のみが博物館の活動？ 

 

博物館の論理と教育機能を意識する－ 博物館の

論理に基づく社会認識分析をしてみると－ 

1.何が展示されているか  

2.どのような順序、配置で展示されているか 

3.展示物にはどのような解脱が附されているか 

4.用意されているパンフレット等に何が書かれて 

いるか 

 

もう一歩踏み込んで博物館展示を見る際のﾎﾟｲﾝﾄ 

1.時間の意識 － 時間的前後関係や歴史的重み

を考える。 

サイエンスの融合（金井・高瀬）として学内認定 

されてきた。今年（平成 27 年度・2015 年度）は定

期開館をめざして新しい展開が期待される。 

 科学館の御開帳の現場まできたら通り過ぎたプ

ロムナードの記憶がよみがえる。そんな道標（み

ちしるべ：道祖神？）になると素敵だと思う。国

が窮して大学全体が一方向に向かう今日、科学館

でボトムアップ（オープンバックヤードつくり）

を夢みている。      

 

 

 

 

 

2.変遷の意識 － 歴史的事象の成立→発展→ 

崩壊という移り変わりについて考える。 

3.因果の意識 － 事象と事象との間に存在する

原因と結果（因果関係）について考える。 

4.未来を意識 － 歴史的事実から未来の人間の

生き方について考える。 

 

授業の論理で、博物館の利用を見ると 

【課題発見型】（導入） 博物館 → 学習課題

→ 調査活動 → まとめ 

【問題解決型】（展開） 学習課題 → 調査活

動 → 博物館 → まとめ 

【調査活動型】（展開） 学習課題 → 博物館

（体験・調査） → 調査活動 → まとめ 

【学習整理型】（まとめ） 学習課題 → 調査

活動 → 博物館 → まとめ 

【発展学習型】（発展） 学習課題 → 調査活

動 → まとめ → 博物館 

 

具体例      チューダー王朝時代のロンドンには、

自宅を高価な家具・壁かけ・装飾等で飾って、富を自慢し

ていた金持ちの商人や貿易業者がたくさんいました。 

あなたはロンドンの豊かな商人

です。ドイツから来た大切なお客

さんに夕食会で自分がいかに金持

ちであるかを自慢したいと思って

います。 

チューダー王朝時代のロンド

ン・ギャラリーを見学して、あな

たの裕福さを示すために必要な次

の５つのものを選んでテーブルに

描いてみましょう。 

１．飲むために使うもの  ２．食べるために使うもの 

３．ガラスでできたもの ４．輸入品  

５．飾りのついた陶器 

テーブルの上へ、選んだ物の各々を描いてみましょう。 

学校に戻って、どんな食材を使った食事を訪問客に出さな

ければならないかを調べてみましょう。 

3 月行った自然科学館のシンポジウムでは全学教育機構の小山茂喜先生に「学校教育と科学館・博物館との連携」という講

演をしていただきました。その講演のパワーポイントの一部について紹介します。 

学校教育と科学館・博物館との連携             全学教育機構  小山 茂喜 
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信州大学教養部時代の標本室について 
信州大学名誉教授  吉田利男 

 私は、昭和42年8月に教養部生物学教室の助手と

して赴任しました。教養部の建物は未完成で、私

の入る自然科学棟はできておらず、前任者の清水

三雄先生が使われていた教育学部の女子師範の一

室に、仮住まいをしました。植物の清水建美先生

がおられ、地質の田中邦雄先生がおられました。

そこへ入る廊下に動物の標本瓶や、裸のままの哺

乳類の骨格標本などが、山積にされていました。

清水建美先生から、新設の教養部の建物に標本室

ができ、半分が動物、半分が植物のスペースだよ

と聞かされました。 

私がかかわった標本は、先代の清水三雄先生が

集められていた動物標本と、農学部を退官するま

で（平成16年）に集めたものです。 

私の集めた標本は、昭和42年～50年代は学生と

集めた昆虫類（蝶や甲虫類）。昭和50～60年代は

上高地のイワナ類の標本。1976～2015年は、発生

年の異なる地域でのキシ

ャヤスデの標本です。 

 

 古くから有る標本の中

で、注目したい標本は、 

 

１）キシャヤスデ標本（

液浸）；採集年月日が大

正9年（1920年）9月24日

。採集者は当時、信州大

学女子師範の学生で、倉

下敬衛さん。採集場所が

中央西線の贄川駅と奈良

井駅の間の線路内で、大発生して列車を止めたヤ

スデです。 

 長野県内で、列車を止めた大発生をしたヤスデ

の報告は、この1920年のものが初めてです。その

後、生殖肢の違いにより、キシャヤスデは長野県

産以外に、トヤマキシャヤスデ、エチゼンキシャ

ヤスデ、フクイキシャヤスデなどの亜種の存在が

（篠原・新島ら）報告されていました。 

ところが、田辺 力氏がこれらの違いは種内範

囲の違いで、一つにまとめてキシャヤスデとする

論文を発表しました。その際に、基準標本として 

 

 

私のところにあつた標本をもとに命名をされま

した。この標本は国内で一番古い標本なのです。

これは、昭和４3年の冬、液浸の標本液の入れ替え

、追加をして、教養部生物学教室の標本室へ移動

作業をしていたときに、その中にヤスデの標本瓶

が２-３本あつたことを覚えていたものです。 

1976年に松本市郊外の扉峠に大発生をしたキシ

ャヤスデの調査に行き、標本を採集しました。そ

して1977年には奈川、乗鞍岳、木曽地方に大発生

が見られました。８年周期で大発生が見られであ

ろう事に気づきました。そして、標本の存在を思

いだし、標本庫の中を探したところ、古い標本瓶

が２本見つかり、そのラベルに１９２０年９月に

贄川－奈良井間で採集されたことが明記されてい

ました。 

先述したように、国内では一番古いキシャヤス

デの標本です。2015年９月に美ヶ原山頂山本小屋

周辺にキシャヤスデの成虫集団が大発生しました

。今までに、発生年の異なるキシャヤスデの集団

（成虫）が7種類の群（ブル－ド）しか、みつかつ

ていませんでしたが、8つめの群が見つかりこれで

、８年間毎年長野県のどこかで、キシャヤスデ成

虫の大発生が観察できることになりまし。発生年

の異なる集団は、越冬後の春に交尾をするので、

各集団は生殖隔離がされていて、別種か、亜種に

分類されます。 

 

２）月ごとに体色変化が見られるライチョウの剥

製標本（明治～大正半はライチョウが採集できた時代） 

 ライチョウは国の特別天然記念物に指定されて

います。また、長野県では希少野生動植物種に指

定し、絶滅危惧Ⅰ-Ｂ類、環境省では絶滅危惧Ⅱ類

に指定されています。当然ながら採集禁止です。 

科学館にある標本は、先代の清水三雄先生に時

代からあり、私がそれを受け継いだわけですが、

以前、長野県の文化財に指定したいので、提供し

て欲しいと、信大教育学部羽田健三先生から依頼

があったことがありました。私はこの標本を教養

部での講義で学生に見せていましたので、こちら

を優占にしたいの

で、この申し出を

断りました。 

その後、富山県

魚津市の魚津水族

館の「動物の進化

展」に氷河期の生

き残り「生きた化

石」としてライチョウを、展示したいので、ライ

チョウの剥製標本を貸し出して欲しいとの願いが

シンポジウムには御参加いただけなかったのですが、旧教養部の標本についてくわしくご存じの吉田利男先生に動物標

本についてお書きいただきました。 



 
 

4

あり、貸し出したことがあります。どうして、富

山県にライチョウの剥製標本を貸し出す機関がな 
かったのでしょうか。今でも不思議に思っていま

す。 
 

信州自然科学館の未来         竹下徹 
 
 自然科学館は、自然の不思議、面白さを多くの

人々に伝える拠点であってほしいと思って１０年

前に初めました。最初は、実体がないためいろい

ろな「自然」を伝える催し「自然の…」シリーズ

と組んで動き始めました。今では夏の風物詩といっ

てよい催し物と成っています。「自然」のシリー

ズはお祭りであり、学生や教員、あるいは市中の

自然好きの方々と来場者の間に「自然」を置いて

楽しむ機会を提供しています。この催しは、若い

世代がつぎつぎと育っているのに連れて毎年開催

を続けたいと思っています。 

 これに加えて自然科学館は、「自然」に対して

科学的にアプローチする私たちの試行錯誤と成果

を正確に伝える恒常的な場としての役割を持って

います。多くの研究者たちが解き明かして来た自

然と科学の神髄を人々に伝えるとともに、まだま

だわからない事がたくさんあって、なにをどうやっ

て解き明かそうとしているか、そしてどこへ向かっ

ているかを示す場であってほしいと願っています。 

 自然科学館にくれば、「自然」のなんでもにあ

えて、わかる場としての存在を作り出したいと期

待しています。理学部で自然を相手に科学として

取り組んでいる教員と学生さんたちには、より多

くの人たちからの疑問質問、問いかけに瞬時に答

える事のできる自然科学館であってほしいと思いっ

ています。ツイッターで自然の不思議をつぶやき、

所どこで突っ込み入れながら、答える主体を持つ

のはいかがでしょうか？また新しいもの、現象を

見つけたり作ったりしたら、すぐ映像にして流し

てほしいですね。みんなの「自然」に対する元気

を活性化したいものです。自然科学館はそんな科

学の発端であり、科学的作業から、わかった！と

いう結論に達する場となりたいと願っています。 
 

―――新しい 展 示 品 について ――― 

最近展示されたものと今後

展示されるものについて紹介

します。 

地質科学科の高橋さんと

牧野先生による信州の大地を

形作る岩石のポスターが展示

されています。県下の地域別

の岩石の薄片を偏光顕微鏡で

見た画像が示されています

（図）。 

硬い石の中にどのような鉱物が入っているのか、

形や色の違いに注目してください。 

今後薄片の観察等も展示できるようにしたいと

考えています。 

大学院地球生物圏科学課程の学生黒木健太郎、

勝家康太郎両君のご寄付によるアンモナイト化石

が地質コーナー（仮）に展示されました。綺麗な

光沢のある外国産や国内産の小さいけれどちょっ

とイイ化石が見られます。「アンモナイトってオ

ウムガイなのか？」なんて感想が聞かれればいい

なと思っています。 

 

 

小諸市の小林様より和算家の小林忠良（信山）

の遺品等のご寄付がありましたので展示させてい

ただきました(暫定)。 

勧戒の器（写真）お

よび著書「算法瑚璉」

「分度徐術」です。 

勧戒の器は孔子が示

した「満つれば缺くる

の理」を表したとされ

るもの。侑巵(ゆうし)，宥(ゆう)坐之器，宝器，

欹(い)器，治平儀などと呼ばれた.忠良は，初めて

この器を数学的に定義し，重心問題として取り上

げた(www.wasan.jp より引用)。 

 

今後展示予定；フーコーの振り子、ケーターの 

振り子（竹下先生より）。学生実験用の装置で

す。手で触れて原理を実感できる装置ですので現

在、展示方法等の検討をしております。 

フーコーの振り子は、長いロープの先に重い錘

（おもり）を下げて揺らすと、コリ

オリの力がはたらき、少しずつずれ

ながら振り子運動を行うことから、

地球が自転していることを証明する

ための装置です。 

ケーターの振り子は、重力加速度を

測定するために用いられた振り子で

す。 

 
 
 

今まで物理、数学の展示がありませんので、入り口に間仕切り

を作り、化学、物理、数学の展示部分を増設する予定でいます。 

          （山本） 

フーコーの振り子(左)とケーターの振り子(右) 

勧戒の器 

アンモナイトとオウムガイの化石 


